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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和５年２月日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

 組織運営
〇各分掌等主任層の教員の
資質向上を図る。

〇各教員を適材適所の分掌
に配置する。 Ａ

□生徒理解に基づく積極的
な生徒指導を目指す。

□良さを伸ばす積極的な生
徒指導と不登校・いじめ対
策等に組織的・計画的に取
組む。

B

△ △

 教育課程
〇タブレット活用の検証を
行い、積極的活用を継続す
る。

〇校内研修の実施
B

□自習教室やサマースクー
ルを充実させる。

□各学力調査の分析と生徒
の実態把握・日本語指導教
室の充実

Ａ

△ △

 開かれた学校づくり
〇学校ＨＰ等の積極的活用 〇学校ＨＰ等の積極的更新

B

□地域諸団体のスポーツ活
動や文化活動の相互の取り
組み

□地域諸団体の活動への積
極的参加 Ｃ

△ △

 教職員の資質向上

〇教員のニーズによる実践
的・効果的な研修を実施す
る。

〇公開、研究授業によるを
校内研修 B

□様々な研修への積極的参
加

□外部指導者を積極的に活
用する。 Ａ

△ △

 施設・設備等の管理

〇日常の校内巡視と、定期
の安全点検を実施する

〇日常の安全点検と、定期
の安全点検の実施 Ａ

□保護者等外部監査機能を
導入する

□保護者等外部監査の実施
Ａ

△ △
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※学校関係者評価実施日とは、学校関係者
評価委員会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

学校教育目標
自ら学び正しく行動できる生徒　    心豊かで思いやりのある生徒
心身ともに健康でたくましい生徒 達

成
度

 ほぼ達成（８割以上）

 概ね達成（６割以上）

目指す学校像 生徒が楽しく生き生きと活動し、明日の登校が待ち焦がれる学校
 変化の兆し（４割以上）

〇日々の校内巡視、定期安全
点検により、設備の迅速な点
検と改善を行うことができ
た。
□保護者等外部監査も行い複
数で確認、見届けた。

△

 不十分（４割未満）

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

領　　域
年　　　　　度　　　　　目　　　　　標 年　　度　　評　　価　（ 令和　　年　　月　　日　現在 ）

重点目標の達成状況 次年度への課題と改善策

△

〇研修等を通じて、学年主任
や各分掌等主任を育成した。

□校長講話、学校だより等
で、生活信条の具現化を行っ
た。不登校・いじめ対策に組
織的・計画的に取組むことが
できた。

△

〇校内研修等を通して授業改
善を行った。

□日本語指導担当教師とアシ
スタントティーチャーが計画
的、組織的な指導を実践し
た。
△

①全教職員へ学校運営に対す
る参画意識を持たせ、共通理
解を基本に分掌組織構築を進
める。
②家庭とも連携し、不登校生
徒等減少に向け粘り強く取り
組む。

①タブレットの効果的活用に
ついて、検証と研修を継続実
施する　②市の関係課とも連
携し、外国籍生徒について
は、円滑な日本語指導を実施
できるようにする。

①次年度も、ホームページを
中心に本校の特色ある教育活
動を積極的に地域に公開して
いく。
②感染症状況を見極め、部活
動の成果や生徒会活動の取り
組みを通して町会や地域との
つながりを深めていく。
①研修会参加の他、教職員相
互の学びあいで、指導力を高
める手立てを講じていく。
②良い授業を目指し、研修計
画を見直し、効果的な校内研
修を実施する。

①安全点検を継続的に計画
し、学校事故０を継続する。
②今後も保護者等外部監査を
行い複数で確認、見届ける体
制を構築する。

〇学校ＨＰの定期的な更新で
積極的に情報提供することが
できた。

□感染症対策下において、地
域とのつながりを深めること
ができなかった。

△

〇指導課訪問の機会や校内研
修を活用し、取り組むことが
できた。

□指導主事等を要請し、資質
向上を行った。

・不登校の対応は本当に難しいと思う。頑張ってほ
しい。
・引き続き不登校・いじめに対する配慮をお願いし
たい。
・(全体を通して)各教職員が一つ一つの目標に真剣
に取り組んでいると感じる。
・不登校への対応は時間がかかり大変だと思う。粘
り強く対応することが重要と感じる。

・今後も効果的な研修をお願いしたい。
・資質向上は非常に重要であるが、日頃頑張られて
いる教員が「なんでも屋」にならないよう、引き続
き労働環境への配慮をお願いしたい。
・保護者評価で「お子さんを幸並中に入学させて良
かった」が96%の評価をされていて、先生方の評価
につながっていると思う。

・SNSの活用もお願いしたい。
・学校HPの更新については、保護者の知りたい情報
(特に緊急情報)を迅速に掲載されるようお願いした
い。また、学校ブログは担当教職員の負担にならな
いようできるだけシンプルにお願いしたい。
・学校評価の保護者評価より、HPの更新や内容につ
いての要望が多々有り、期待の大きさを感じた。

・言語を使ってコミュニケーションは取れるのか。
話せる教員も必要なのでは。
・タブレット活用は間違いなく効果がある。保護者
からの意見でタブレットで授業中遊んでいる旨意見
があった。機能的なサイト閲覧制限はもちろん大事
だが、本人に閲覧制限させるのは親の責任だと思
う。
・外国籍生徒の割合が他校に比べ多いと考えられる
が、十分に指導できていると感じている。

・長く保たれる使い方をお願いしたい。
・引き続きお願いしたい。
・学校評価の教職員評価より、安全点検が適切に行
われていたと考える。

○若手教員とベテラン教員
の職員構成２極化における
ミドルリーダーの育成につ
いて
○不登校や配慮の必要な生
徒の個別の支援、指導につ
いて

○学力向上に向けた、タブ
レットの効果的な活用によ
る授業改善について。
〇２極化している学力層の
現状と外国籍生徒の指導に
ついて

○学校ＨＰ等の積極的更新
による教育活動の情報提供
について。
○感染症対策下、教育活動
の成果を町会、地域等への
提供する。

○教員のライフステージに
応じた課題の研修機会を確
保する。
○若手教員の学習や生活指
導での指導力向上につい
て。

○施設・設備の安全点検の
徹底と基本的な感染症対策
の共通理解を行う。
○適切な予算執行と会計事
故防止について。


